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３　広報しんごう　H22・５ ２

◆
賦
課
徴
収
費
奨
励
金

　
村
税
の
確
実
な
納
付
に
資
す
る

た
め
、
村
内
の
44
納
税
組
合
に
次

の
と
お
り
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

・
納
期
内
納
付
１
０
０
％
の
場
合
、

納
付
額
の
3.1
％

・
納
期
内
納
付
１
０
０
％
未
満
の

場
合
、
納
付
額
の
2.0
％

　
予
算
額
は
３
０
０
万
円
で
す
。

◆
青
森
県
創
意
と
工
夫
が
光
る

元
気
な
あ
お
も
り
づ
く
り
支
援

事
業

　
県
の
方
針
に
沿
い
、
地
方
分
権

社
会
の
主
役
と
し
て
真
に
自
主
的
・

自
立
的
な
地
域
経
営
の
確
立
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
目
的
。

　
新
郷
温
泉
館
に
農
産
物
、
加
工

品
、
工
芸
品
等
の
直
売
所
を
設
置

し
、
運
営
主
体
の
「
し
ん
ご
う
青

空
会
」
に
１
５
０
万
円
を
補
助
し

ま
す
。

◆
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

　（
繰
越
事
業
）

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る

た
め
取
組
ん
で
い
る
事
業
が
今
年

度
で
完
了
の
見
込
み
で
す
。
国
の

交
付
金
を
活
用
し
、
総
事
業
費
は

約
６
億
７
、２
０
０
万
円
。
大
半

を
国
の
交
付
金
で
賄
い
ま
す
。
光

フ
ァ
イ
バ
ー
施
設
を
使
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
テ

レ
ビ
が
鮮
明
に
映
り
ま
す
。

　
ま
た
、
村
内
に
携
帯
電
話
基
地

局
を
整
備
し
、
通
話
エ
リ
ア
を
拡

大
し
ま
す
。
設
置
予
定
箇
所
は
長

崎
、
田
茂
代
、
下
横
沢
、
松
屋
敷
、

中
鶴
間
、
浮
口
、
崩
の
７
箇
所
で

す
。

◆
こ
ど
も
手
当
の
支
給

　
国
の
方
針
に
沿
い
、
平
成
22
年

４
月
分
か
ら
児
童
手
当
に
代
え
て
、

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健

や
か
な
育
ち
を
社
会
全
体
で
応
援

す
る
た
め
、
０
歳
か
ら
中
学
校
を

卒
業
す
る
ま
で
の
子
ど
も
１
人
に

つ
き
月
額
１
３
、０
０
０
円
（
平

成
22
年
度
）
を
支
給
し
ま
す
。

　
予
算
額
は
３
、３
２
０
万
円
で
す
。

◆
良
質
米
生
産
対
策
事
業
補
助

　
商
品
性
の
高
い
良
質
米
の
安
定

生
産
を
図
る
た
め
、
水
田
航
空
防

除
へ
助
成
し
ま
す
。

　
助
成
金
は
フ
ラ
イ
ト
一
回
あ
た

り
１
、０
５
０
円
の
３
分
の
１
の

３
５
０
円
。
２
回
分
を
助
成
し
ま

す
。

　
散
布
方
法
は
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
を
使
用
し
、
薬
剤
は
、
農
薬

安
全
使
用
基
準
で
定
め
ら
れ
た
も

の
を
使
用
し
ま
す
。
予
算
額
は
１

６
５
万
円
で
す
。

◆
有
機
資
源
活
用
促
進
事
業

　
「
有
機
の
里
づ
く
り
」
推
進
の

た
め
、
４
２
０
万
円
の
予
算
額
。

堆
肥
投
入
量
２
、１
０
０
ト
ン
を

見
込
ん
で
お
り
、
１
ト
ン
あ
た
り

１
、５
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

ま
た
堆
肥
散
布
車
１
台
あ
た
り

１
、０
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

◆
畜
産
経
営
安
定
支
援
事
業

　
経
営
の
安
定
と
家
畜
排
せ
つ
物

の
適
正
処
理
及
び
耕
畜
連
携
を
よ

り
推
進
す
る
た
め
、
３
６
０
万
円

の
予
算
額
。「
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
」

に
堆
肥
運
搬
し
た
畜
産
農
家
へ
１

ト
ン
あ
た
り
６
０
０
円
助
成
し
ま

す
。

◆
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

交
付
金
事
業

　
中
山
間
地
域
の
耕
作
放
棄
地
の

防
止
と
多
面
的
機
能
の
確
保
を
図

る
観
点
か
ら
一
定
の
基
準
を
定
め

て
交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
事
業
費
は
４
、９
１
１

万
９
千
円
で
交
付
額
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
急
傾
斜
地
93
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
10
ア
ー
ル
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
１
６
、８
０
０
円

・
緩
傾
斜
地
５
１
６
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
10
ア
ー
ル
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
６
、４
０
０
円

◆
五
戸
町
・
新
郷
村
地
域
商
店
街

活
性
化
事
業

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
商
工
会
が

実
施
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
（
購

入
金
額
１
０
、０
０
０
円
で
１
１
、

０
０
０
円
分
の
お
買
い
物
が
で
き

ま
す
）
を
発
行
し
ま
す
。
実
施
は

７
月
頃
を
予
定
。
予
算
額
は
１
７

２
万
５
千
円
で
す
。

◆
集
落
案
内
板
作
成
助
成
事
業

　
ア
イ
デ
ア
を
い
か
し
た
集
落
内

案
内
板
を
設
置
す
る
事
業
。
各
集

落
に
案
内
表
示
板
を
設
置
。
地
域

内
の
地
理
を
明
確
に
し
て
、
観
光

拠
点
へ
の
誘
導
を
容
易
に
す
る
と

と
も
に
集
落
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

強
化
を
図
り
ま
す
。

　
予
算
額
は
45
万
円
。
１
集
落
あ

た
り
１
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

◆
村
道
堂
ノ
上
線
整
備

　
従
前
か
ら
強
い
要
望
が
あ
っ
た

県
道
栃
棚
・
手
倉
橋
線
と
堂
ケ
前

地
区
を
結
ぶ
「
村
道
堂
ノ
上
線
」

の
改
良
事
業
に
着
手
し
ま
す
。
全

延
長
４
０
０
メ
ー
ト
ル
で
幅
員
は

4.0
メ
ー
ト
ル
。
事
業
は
３
箇
年
で

22
年
度
は
主
に
測
量
設
計
等
を
行

い
ま
す
。

　
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
総
工

事
費
は
６
、５
０
０
万
円
。
砂
利

道
区
間
を
改
良
す
る
こ
と
に
よ
り
、

安
全
な
車
両
通
行
を
確
保
し
、
周

辺
地
域
の
生
活
環
境
向
上
を
図
り

ま
す
。

◆
生
活
支
援
対
策
事
業

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
道
路
側
溝

泥
上
げ
作
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
は
10
日
間
。
１
日
あ
た
り

６
、０
０
０
円
の
支
給
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　
実
施
時
期
は
米
収
穫
後
の
秋
頃

を
予
定
。
予
算
額
は
７
３
０
万
円

で
す
。

◆
村
消
防
団
に
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
購
入

　
購
入
後
20
年
を
経
過
し
、「
消

防
施
設
設
備
等
整
備
計
画
」
に
お

け
る
耐
用
年
数
が
過
ぎ
た
第
８
分

団
（
川
代
）
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
を
更
新
し
ま
す
。

　
有
事
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
車

両
の
配
置
が
可
能
と
な
り
、
住
民

の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
に

寄
与
し
ま
す
。
予
算
額
は
２
、１

５
０
万
円
で
す
。

◆
県
防
災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
事
業

　
災
害
発
生
時
等
に
お
い
て
、
県

と
村
の
間
で
防
災
情
報
の
確
実
・

迅
速
な
伝
達
手
段
を
構
築
す
る
こ

と
が
目
的
。

　
音
声
伝
送
、
文
書
デ
ー
タ
伝
送

及
び
各
種
防
災
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー

タ
伝
送
等
を
迅
速
か
つ
確
実
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
す
。

　
予
算
額
は
９
７
５
万
７
千
円
。

平
成
23
年
度
か
ら
の
運
用
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

◆
防
火
水
槽
設
置
（
繰
越
事
業
）

　
地
域
の
安
全
性
の
向
上
を
図
る

事
業
。
昨
年
度
、
丹
内
沢
林
道
沿

い
に
２
基
設
置
し
、
今
年
度
は
、

長
崎
地
区
等
に
新
た
に
３
基
設
置

し
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
で
事

業
総
額
は
１
、４
５
０
万
円
で
す
。

◆
小
学
校
３
校
の
教
育
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
整
備
事
業

　
子
ど
も
た
ち
が
Ｉ
Ｔ
の
活
用
方

法
に
慣
れ
親
し
み
、
情
報
を
主
体

的
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
と

と
も
に
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
理
解
し
や
す
い
授
業
を
実

現
し
て
い
く
こ
と
が
ね
ら
い
。
21

年
度
の
中
学
校
整
備
に
続
き
、
今

年
度
は
小
学
校
３
校
に
計
61
台
を

購
入
し
ま
す
。

　
予
算
額
は
１
、４
２
６
万
円
で
す
。

◆
新
郷
中
学
校
校
舎
棟
・
屋
体
棟

地
震
補
強
事
業
（
繰
越
事
業
）

　
児
童
生
徒
等
が
一
日
の
大
半
を

過
ご
す
活
動
の
場
で
あ
る
と
と
も

に
、
非
常
災
害
時
に
は
地
域
住
民

の
応
急
避
難
場
所
と
し
て
活
用
さ

れ
る
学
校
施
設
の
耐
震
補
強
工
事

を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。
予
算
総

額
は
４
、５
５
６
万
円
。

　
事
業
完
了
に
よ
り
、
村
内
学
校

の
耐
震
化
率
は
１
０
０
％
と
な
り

ま
す
。

平
成
２２
年
度

村
の
主
な
事
業
と
内
容

明
る
く
住
み
よ
い
村
づ
く
り
の
た
め
、
本
村
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
主
な
事
業
と
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　このほど、地域の特色を生かした活動を国が補助金などで支援する地域再生法による「地域再
生計画」に本村の「キリスト街道周遊活性化計画」が内閣の「地域再生本部」により新しく認定
されました。
　この計画は青森県と新郷村が一体となって地域再生計画を策定し、事業を行うものです。
　事業は村中心部とキリストの墓、大石神ピラミッドを結ぶ「村道雨池線」の整備により、村内
の観光施設の有機的な連携を図り、広域観光ルートを構築します。また、「林道妙返沢線」を整備
し、森林整備の基盤強化を行い、山村地域経済の活性化、更には国道454号の被災時迂回路の確保
をめざします。事業内容は次のとおりです。
　◇林道妙返沢（平子沢）基幹林道整備
・工事一式　　青森県の予算により実施します。
・整備延長　　４，１３０メートル
・幅　　員　　４．０メートル　全舗装
・総工事費　　約６億円
・事業期間　　平成２２年度～２６年度

　◇村道雨池線（柿ノ木）整備
　　国の交付金を活用し、村で事業を進めます。
・全 延 長　　３，１３０メートル
・幅　　員　　４．０メートル　全舗装
・総工事費　　約３億円
・事業期間　　平成２２年度～２６年度
（今年度は測量、１００メートル程度の区間を
着工します）

　この事業により、大石神ピラミッドからキリスト
の墓までの移動時間を短縮し、新たな観光ルートと
して観光地同士の連携を図ることにより、観光客の
大幅な増加が見込まれます。

キリスト街道周遊活性化計画　　今年度より事業スタートキリスト街道周遊活性化計画　　今年度より事業スタートキリスト街道周遊活性化計画　　今年度より事業スタート
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あ
た

り
１
、０
５
０
円
の
３
分
の
１
の

３
５
０
円
。
２
回
分
を
助
成
し
ま

す
。

　
散
布
方
法
は
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
を
使
用
し
、
薬
剤
は
、
農
薬

安
全
使
用
基
準
で
定
め
ら
れ
た
も

の
を
使
用
し
ま
す
。
予
算
額
は
１

６
５
万
円
で
す
。

◆
有
機
資
源
活
用
促
進
事
業

　
「
有
機
の
里
づ
く
り
」
推
進
の

た
め
、
４
２
０
万
円
の
予
算
額
。

堆
肥
投
入
量
２
、１
０
０
ト
ン
を

見
込
ん
で
お
り
、
１
ト
ン
あ
た
り

１
、５
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

ま
た
堆
肥
散
布
車
１
台
あ
た
り

１
、０
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

◆
畜
産
経
営
安
定
支
援
事
業

　
経
営
の
安
定
と
家
畜
排
せ
つ
物

の
適
正
処
理
及
び
耕
畜
連
携
を
よ

り
推
進
す
る
た
め
、
３
６
０
万
円

の
予
算
額
。「
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
」

に
堆
肥
運
搬
し
た
畜
産
農
家
へ
１

ト
ン
あ
た
り
６
０
０
円
助
成
し
ま

す
。

◆
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

交
付
金
事
業

　
中
山
間
地
域
の
耕
作
放
棄
地
の

防
止
と
多
面
的
機
能
の
確
保
を
図

る
観
点
か
ら
一
定
の
基
準
を
定
め

て
交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
事
業
費
は
４
、９
１
１

万
９
千
円
で
交
付
額
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
急
傾
斜
地
93
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
10
ア
ー
ル
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
１
６
、８
０
０
円

・
緩
傾
斜
地
５
１
６
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
10
ア
ー
ル
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
６
、４
０
０
円

◆
五
戸
町
・
新
郷
村
地
域
商
店
街

活
性
化
事
業

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
商
工
会
が

実
施
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
（
購

入
金
額
１
０
、０
０
０
円
で
１
１
、

０
０
０
円
分
の
お
買
い
物
が
で
き

ま
す
）
を
発
行
し
ま
す
。
実
施
は

７
月
頃
を
予
定
。
予
算
額
は
１
７

２
万
５
千
円
で
す
。

◆
集
落
案
内
板
作
成
助
成
事
業

　
ア
イ
デ
ア
を
い
か
し
た
集
落
内

案
内
板
を
設
置
す
る
事
業
。
各
集

落
に
案
内
表
示
板
を
設
置
。
地
域

内
の
地
理
を
明
確
に
し
て
、
観
光

拠
点
へ
の
誘
導
を
容
易
に
す
る
と

と
も
に
集
落
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

強
化
を
図
り
ま
す
。

　
予
算
額
は
45
万
円
。
１
集
落
あ

た
り
１
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

◆
村
道
堂
ノ
上
線
整
備

　
従
前
か
ら
強
い
要
望
が
あ
っ
た

県
道
栃
棚
・
手
倉
橋
線
と
堂
ケ
前

地
区
を
結
ぶ
「
村
道
堂
ノ
上
線
」

の
改
良
事
業
に
着
手
し
ま
す
。
全

延
長
４
０
０
メ
ー
ト
ル
で
幅
員
は

4.0
メ
ー
ト
ル
。
事
業
は
３
箇
年
で

22
年
度
は
主
に
測
量
設
計
等
を
行

い
ま
す
。

　
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
総
工

事
費
は
６
、５
０
０
万
円
。
砂
利

道
区
間
を
改
良
す
る
こ
と
に
よ
り
、

安
全
な
車
両
通
行
を
確
保
し
、
周

辺
地
域
の
生
活
環
境
向
上
を
図
り

ま
す
。

◆
生
活
支
援
対
策
事
業

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
道
路
側
溝

泥
上
げ
作
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
は
10
日
間
。
１
日
あ
た
り

６
、０
０
０
円
の
支
給
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　
実
施
時
期
は
米
収
穫
後
の
秋
頃

を
予
定
。
予
算
額
は
７
３
０
万
円

で
す
。

◆
村
消
防
団
に
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
購
入

　
購
入
後
20
年
を
経
過
し
、「
消

防
施
設
設
備
等
整
備
計
画
」
に
お

け
る
耐
用
年
数
が
過
ぎ
た
第
８
分

団
（
川
代
）
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
を
更
新
し
ま
す
。

　
有
事
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
車

両
の
配
置
が
可
能
と
な
り
、
住
民

の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
に

寄
与
し
ま
す
。
予
算
額
は
２
、１

５
０
万
円
で
す
。

◆
県
防
災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
事
業

　
災
害
発
生
時
等
に
お
い
て
、
県

と
村
の
間
で
防
災
情
報
の
確
実
・

迅
速
な
伝
達
手
段
を
構
築
す
る
こ

と
が
目
的
。

　
音
声
伝
送
、
文
書
デ
ー
タ
伝
送

及
び
各
種
防
災
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー

タ
伝
送
等
を
迅
速
か
つ
確
実
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
す
。

　
予
算
額
は
９
７
５
万
７
千
円
。

平
成
23
年
度
か
ら
の
運
用
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

◆
防
火
水
槽
設
置
（
繰
越
事
業
）

　
地
域
の
安
全
性
の
向
上
を
図
る

事
業
。
昨
年
度
、
丹
内
沢
林
道
沿

い
に
２
基
設
置
し
、
今
年
度
は
、

長
崎
地
区
等
に
新
た
に
３
基
設
置

し
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
で
事

業
総
額
は
１
、４
５
０
万
円
で
す
。

◆
小
学
校
３
校
の
教
育
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
整
備
事
業

　
子
ど
も
た
ち
が
Ｉ
Ｔ
の
活
用
方

法
に
慣
れ
親
し
み
、
情
報
を
主
体

的
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
と

と
も
に
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
理
解
し
や
す
い
授
業
を
実

現
し
て
い
く
こ
と
が
ね
ら
い
。
21

年
度
の
中
学
校
整
備
に
続
き
、
今

年
度
は
小
学
校
３
校
に
計
61
台
を

購
入
し
ま
す
。

　
予
算
額
は
１
、４
２
６
万
円
で
す
。

◆
新
郷
中
学
校
校
舎
棟
・
屋
体
棟

地
震
補
強
事
業
（
繰
越
事
業
）

　
児
童
生
徒
等
が
一
日
の
大
半
を

過
ご
す
活
動
の
場
で
あ
る
と
と
も

に
、
非
常
災
害
時
に
は
地
域
住
民

の
応
急
避
難
場
所
と
し
て
活
用
さ

れ
る
学
校
施
設
の
耐
震
補
強
工
事

を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。
予
算
総

額
は
４
、５
５
６
万
円
。

　
事
業
完
了
に
よ
り
、
村
内
学
校

の
耐
震
化
率
は
１
０
０
％
と
な
り

ま
す
。

平
成
２２
年
度

村
の
主
な
事
業
と
内
容

明
る
く
住
み
よ
い
村
づ
く
り
の
た
め
、
本
村
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
主
な
事
業
と
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　このほど、地域の特色を生かした活動を国が補助金などで支援する地域再生法による「地域再
生計画」に本村の「キリスト街道周遊活性化計画」が内閣の「地域再生本部」により新しく認定
されました。
　この計画は青森県と新郷村が一体となって地域再生計画を策定し、事業を行うものです。
　事業は村中心部とキリストの墓、大石神ピラミッドを結ぶ「村道雨池線」の整備により、村内
の観光施設の有機的な連携を図り、広域観光ルートを構築します。また、「林道妙返沢線」を整備
し、森林整備の基盤強化を行い、山村地域経済の活性化、更には国道454号の被災時迂回路の確保
をめざします。事業内容は次のとおりです。
　◇林道妙返沢（平子沢）基幹林道整備
・工事一式　　青森県の予算により実施します。
・整備延長　　４，１３０メートル
・幅　　員　　４．０メートル　全舗装
・総工事費　　約６億円
・事業期間　　平成２２年度～２６年度

　◇村道雨池線（柿ノ木）整備
　　国の交付金を活用し、村で事業を進めます。
・全 延 長　　３，１３０メートル
・幅　　員　　４．０メートル　全舗装
・総工事費　　約３億円
・事業期間　　平成２２年度～２６年度
（今年度は測量、１００メートル程度の区間を
着工します）

　この事業により、大石神ピラミッドからキリスト
の墓までの移動時間を短縮し、新たな観光ルートと
して観光地同士の連携を図ることにより、観光客の
大幅な増加が見込まれます。

キリスト街道周遊活性化計画　　今年度より事業スタートキリスト街道周遊活性化計画　　今年度より事業スタートキリスト街道周遊活性化計画　　今年度より事業スタート
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使命に燃えた強固な団結
　
４
月
25
日
、
五
戸
地
区

消
防
団
連
合
観
閲
式
が
五

戸
小
学
校
を
主
会
場
に
開

か
れ
ま
し
た
。
村
消
防
団

（
畠
山
賢
悦
団
長
）
は
団

員
１
８
１
人
、
車
両
９
台

が
出
動
し
、
観
閲
者
付
須

藤
良
美
村
長
は
じ
め
来
賓

ら
の
前
で
日
頃
の
訓
練
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
永
年
勤
続
者

や
消
防
団
活
動
に
貢
献
し

た
個
人
、
団
体
を
表
彰
。

受
章
者
を
代
表
し
て
消
防

庁
長
官
表
彰
に
輝
い
た
村
消
防
団

副
団
長
中
鶴
間
悦
雄
氏
が
「
今
後

も
微
力
な
が
ら
全
力
で
任
務
を
遂

行
す
る
こ
と
を
誓
う
」
と
答
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　
幼
児
レ
ー
ス
に
続
い
て
行
わ
れ

た
「
ポ
ン
プ
操
法
」
で
は
二
つ
の

部
門
に
そ
れ
ぞ
れ
５
つ
の
団
が
参

加
。
本
村
の
第
８
分
団
（
川
代
）

は
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
、
第
５
分

団
（
小
坂
）
は
小
型
動
力
ポ
ン
プ

の
部
に
出
場
。
訓
練
を
重
ね
た
見

事
な
連
携
を
披
露
し
、
来
場
者
か

ら
声
援
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

　
玉
落
と
し
大
会
は
今
回
か
ら
旧

五
戸
小
学
校
プ
ー
ル
前
で
開
催
。

時
折
、
強
い
風
に
見
舞
わ
れ
る
中
、

鍛
え
た
放
水
技
術
を
競
い
ま
し
た
。

　
主
な
表
彰
と
玉
落
と
し
大
会
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
本
村
関
係
分
）

青
森
県
知
事
永
年
勤
続
功
労
章

副
分
団
長
　
下
　
村
　
　
　
努

部
　
　
長
　
中
　
田
　
豊
　
美

部
　
　
長
　
中
鶴
間
　
　
　
薫

部
　
　
長
　
小
　
沢
　
　
　
功

消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
章

副
団
長
　
中
鶴
間
　
悦
　
雄

玉
落
と
し
競
技
結
果

（
回
　
種
目･

順
位･

分
団･

地
区
）

１
回
　
ド
ラ
ム
缶
付
き
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部

３
位
　
第
６
分
団
（
田
　
中
）

４
回
　
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

２
位
　
第
８
分
団
（
川
　
代
）

５
回
　
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

２
位
　
１
分
団
（
金
ケ
沢
）

７
回
　
ド
ラ
ム
缶
付
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

１
位
　
７
分
団
（
扇
ノ
沢
）

　
３
位
　
２
分
団
（
西
　
越
）



５　広報しんごう　H22・５

食
卓
の
上
で
、
本
村
を
Ｐ
Ｒ

　
５
月
11
日
、
村
野
菜
予
冷
施
設

に
お
い
て
「
新
郷
村
き
の
こ
の
里

づ
く
り
椎
茸
初
出
荷
出
発
式
」
が

行
わ
れ
、
19
年
度
か
ら
栽
培
し
て

い
る
椎
茸
の
出
荷
を
関
係
者
約
70

数
名
が
祝
い
ま
し
た
。

　
式
で
は
須
藤
村
長
が
「
事
業

に
参
加
し
て
い
る
９
団
体
の
良
き

栽
培
管
理
と
関
係
者
の
指
導
に
よ

り
今
日
の
日
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
謝
意
を

表
明
。
「
今
後
、
村
の
原

木
椎
茸
が
県
内
外
の
食
卓

を
賑
わ
す
こ
と
を
期
待
す

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
は
出
荷
ト

ラ
ッ
ク
を
前
に
し
て
開
催
。

村
長
、
東

議
長
、
村

岡
農
業
委

員
会
長
ら

７
名
が
Ｂ

Ｇ
Ｍ
に
あ

わ
せ
て
テ

ー
プ
を
カ
ッ
ト
し
、

今
後
の
事
業
隆
盛

を
祈
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
出
荷

量
は
お
よ
そ
30

ケ
ー
ス
（
４
０
０

ｇ
入
り
）。
八
戸

中
央
青
果
株
式
会

社
へ
出
荷
さ
れ
た

後
、
主
に
県
内
、

岩
手
県
北
の
仲
卸

業
者
等
に
よ
る
競

売
が
行
わ
れ
、

消
費
者
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　
閉
式
後
、
本
村
き
の
こ
を
Ｐ
Ｒ

す
る
着
ぐ
る
み
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
２

体
が
初
公
開
。「
し
い
ち
ゃ
ん
」「
た

け
ち
ゃ
ん
」（
仮
称
）が
突
然
姿
を

見
せ
る
と
来
場
者
か
ら
あ
た
た
か

い
拍
手
が
わ
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
２
体
の
名
称
は

今
後
広
く
募
集
し
、
協
議
の
う
え

決
定
。
村
で
は
こ
の
愛
ら
し
く
も

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

積
極
的
に
活
用
し
、
事
業
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。



６

　
間
木
ノ
平
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ふ

れ
あ
い
牧
場
で
、
５
月
３
、
４
日

の
２
日
間
、「
ふ
れ
あ
い
牧
場
ま

つ
り
」
が
行
わ
れ
、
行
楽
客
は
盛

り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体

験
、
園
内
は
笑
顔
と
歓
声
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
３
日
正
午
か
ら
行
わ
れ
た
「
丸

鳥
の
香
草
釜
焼
き
実
演
販
売
コ
ー

ナ
ー
」
で
は
開
始
前
か
ら
数
十
人

の
列
。
味
付
け
熟
成
さ
せ
た
丸
鳥

に
無
農
薬
ハ
ー
ブ
を
詰
め
、
赤
ワ

イ
ン
を
か
け
な
が
ら
炭
火
で
焼
き

上
げ
た
熱
々
の
一
品
は
瞬
く
間
に

完
売
し
ま
し
た
。

　
「
ポ
ニ
ー
乗
馬
体
験
」
や
「
羊
、

ヤ
ギ
、
ウ
サ
ギ
の
ふ
れ
あ
い
体
験
」

も
大
好
評
。
愛
ら
し
い
ポ
ニ
ー
や

羊
と
一
緒
に
レ
ン

ズ
に
微
笑
む
姿
が

随
所
に
見
ら
れ
、

ス
タ
ッ
フ
が
素
敵

な
笑
顔
で
撮
影
に

応
じ
て
い
ま
し
た
。

豊
か
な
自
然
を
丸
か
じ
り
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４
月
28
日
、
戸
来
扇
ノ
沢
の
福

山
武
男
さ
ん
の
ワ
サ
ビ
畑
で
ワ
サ

ビ
の
花
摘
み
体
験
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
含
む
地
域
の
観
光
資
源
の
有

効
活
用
を
図
る
事
業
の
一
環
。
村

産
業
建
設
課
も
協
力
し
、
今
年
で

８
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　
開
会
行
事
に
お

い
て
福
山
さ
ん
が

歓
迎
し
、
適
切
な

収
穫
方
法
に
つ
い

て
説
明
。
県
内
外

か
ら
訪
れ
た
52
名

は
あ
い
に
く
の
雨

に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
が
、
咲
き
誇
る

可
憐
な
花
び
ら
を

眺
め
な
が
ら
て
い

ね
い
に
摘
ん
で
い

ま
し
た
。

　
畑
は
お
よ
そ
１

ヘ
ク
タ
ー
ル
。
参

加
者
は
爽
や
か
な

香
り
と
辛
み
が
特

徴
の
春
の
味
覚
を

袋
い
っ
ぱ
い
に
収
穫
し
、
心
地
よ

い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
作
業
終
了
後
に
は
、「
ワ
サ
ビ

の
醤
油
漬
け
」「
ワ
サ
ビ
の
粕
漬
け
」

等
の
調
理
方
法
や
花
ワ
サ
ビ
の
保

存
方
法
を
懇
切
丁
寧
に
紹
介
。
参

加
者
は
真
剣
な
表
情
で
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　
５
月
２
日
、
村
主
催

に
よ
る
「
山
火
事
防
止

並
び
に
山
岳
遭
難
防
止

街
頭
指
導
」
が
西
分
遣

所
前
、
丹
内
沢
、
西
越

郵
便
局
前
の
路
上
で
行

わ
れ
、
今
回
は
総
勢
50

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
西
越
郵
便

局
前
で
は
、
行
き
交
う

ド
ラ
イ
バ
ー
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
イ
チ
イ
の
苗
木
、
携
帯

吸
殻
入
れ
を
約
50
台
に
配
布
し
、

火
事
と
遭
難
の
防
止
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
山
菜
採
り
等
の
入

山
者
が
多
く
な
る
時
期
を
前
に
、

五
戸
警
察
署
、
村
消
防
団
、
防
犯

協
会
、
交
通
指
導
隊
、
戸
来
森
林

事
務
所
、
鳥
獣
保
護
員
等
、
16
機

関
の
協
力
を
得
て
毎
年
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
４
月
27
日
、
鳥
谷
部

金
章
さ
ん
（
五
戸
町
下

大
町
）
が
須
藤
村
長
の

も
と
を
訪
れ
、
村
の
交

通
安
全
運
動
に
役
立
て

て
欲
し
い
と
金
一
封
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　
「
お
世
話
に
な
っ
た

新
郷
村
へ
恩
返
し
が
し

た
か
っ
た
」
と
鳥
谷
部

さ
ん
。
須
藤
村
長
は「
本

村
を
思
う
気
持
ち
は
大

変
あ
り
が
た
い
。
事
故

防
止
活
動
に
役
立
て
た
い
」
と
謝

意
を
表
し
ま
し
た
。

　
鳥
谷
部
さ
ん
は
五
戸
地
区
安
全

運
転
管
理
者
事
業
主
会
会
長
を
昨

年
度
ま
で
20
年
以
上
務
め
て
い
ま

し
た
。

両
手
い
っ
ぱ
い
　
春
の
恵
み

鳥谷部さんから善意の寄贈

プレゼントで
　　　事故防止をＰＲ
プレゼントで
　　　事故防止をＰＲ



８

　
保
健
協
力
員
打
合
せ
会
議
な
ら

び
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相

談
協
力
員
委
嘱
書
の
交
付
と
研
修

会
が
４
月
９
日
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
平
成
22
年
度
保
健
協

力
員
46
名
と
民
生
委
員
11
名
に
須

藤
村
長
よ
り
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
相
談
協
力
員
委
嘱
書
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
保
健
協
力
員

打
合
せ
会
議
内
容
は
以
下
の
と
お

り
で
す

①
保
健
協
力
員
の
心
得

②
特
定
健
診
に
つ
い
て

③
健
康
増
進
事
業
に
つ
い
て

④
結
核
健
診
・
予
防
接
種
に
つ
い

て
⑤
保
健
活
動
計
画

⑥
環
境
衛
生
に
つ
い
て
（
犬
）

⑦
献
血
に
つ
い
て

⑧
環
境
美
化
に
つ
い
て
（
廃
棄
物

不
法
投
棄
）

⑨
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

⑩
新
郷
村
ご
み
減
量
行
動
計
画
に

つ
い
て

　
保
健
協
力
員
の
み
な
さ
ん
、
保

健
・
福
祉
行
政
推
進
の
た
め
協
力

方
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
５
月
７
日
、
村
交
通
安

全
対
策
協
議
会
（
会
長
‥

須
藤
良
美
村
長
）
と
村
交

通
安
全
母
の
会
連
合
会
（
下

栃
棚
結
花
会
長
）
は
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
４
年
間
を

達
成
し
た
こ
と
で
、
青
森

県
警
等
か
ら
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　
県
警
本
部
で
行
わ
れ
た

表
彰
の
後
、
寺
島
喜
代
次

本
部
長
、
間
宮
安
子
県
交

母
の
会
会
長
ら
と
懇
談
。
寺
島
本

部
長
は
「
間
木
ノ
平
や
新
郷
温
泉

館
等
の
観
光
地
を
抱
え
、
交
通
量

が
増
加
し
て
い
る
中
で
の
記
録
達

成
は
関
係
者
の
日
頃
の
活
動
の
成

果
」
と
称
賛
し
ま
し
た
。

　
戸
来
小
学
校
は
５
月
13

日
、
講
談
社
の
「
全
国
訪

問
お
は
な
し
隊（
鈴
木
よ

ね
子
隊
長
）」
を
同
校
に
招

き
、
本
と
ふ
れ
あ
う
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
は
正

面
玄
関
前
で
展
示
。
子
ど

も
た
ち
は
車
内
の
本
棚
か
ら
選
ん

だ
本
を
手
に
、
春
の
日
射
し
の
も

と
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
ま
し
た
。

　
音
楽
室
で
は
同
隊
の
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
お
は

な
し
会
」
が
開
催
。
68
名
の
児
童

が
物
語
の
世
界
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
４
月
22
日
、
美
郷
館
に
お
い
て

平
成
22
年
度
村
教
育
大
会
が
行
わ

れ
、
学
校
教
育
関
係
者
、
社
会
教

育
関
係
者
を
中
心
に
約
70
名
が
新

年
度
の
村
の
教
育
の
あ
り
方
を
再

確
認
し
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
三
戸
町
教
育
委
員
会

主
幹
の
馬
場
幸
治
氏
が
「
基
本
的

な
生
活
習
慣
の
重
要
性
〜
早
寝
早

起
き
朝
ご
は
ん
〜
」
と
題
し
て
、

規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
が

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を

促
す
こ
と
を
強
調
し
ま
し

た
。

　
「
新
郷
の
教
育
が
ま
す
ま

す
発
展
す
る
こ
と
を
願
う
」

と
山
岸
義
一
教
育
委
員
長
が

主
催
者
あ
い
さ
つ
。
菊
池
秀

悦
教
育
長
が
今
年
度
の
村
教

育
重
点
施
策
に
つ
い
て
説
明

し
、
須
藤
良
美
村
長
代
理
田

島
正
美
副
村
長
、
東
議
会
議

長
ら
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

　
開
会
行
事
に
お
い
て
、
昨

年
度
、
本
村
の
文
化
振
興
に

寄
与
し
た
３
名
を
新
郷
村
文

化
奨
励
賞
と
し
て
表
彰
。
そ

の
栄
誉
を
称
え
ま
し
た
。

　
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
所
属
等
は
受
賞
当
時
の
も
の
）

◇
a
村
　
菊
子
　
　
（
野
沢
中
学
校
３
年
）

日
本
国
民
年
金
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
　
日
本

国
民
年
金
協
会
長
表
彰

◇
佐
藤
菜
々
子
　
　
（
野
沢
中
学
校
２
年
）

第
35
回
東
北
電
力
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
　
優
秀
賞
（
青
森
県
最
高
位
）

◇
長
峯
　
千
紘
　
　
（
戸
来
小
学
校
３
年
）

第
１
回
東
奥
少
年
少
女
文
芸
大
会
短
歌
の

部
　
小
学
校
１
〜
３
年
の
部
　
天
位
（
青

森
県
最
高
位
）

人
間
性
豊
か
な
児
童
生
徒
を
育
成
す
る
た
め
に

人
間
性
豊
か
な
児
童
生
徒
を
育
成
す
る
た
め
に

輪禍死ゼロを目指して

保
健
協
力
員
研
修
会
開
催

本とあそぼう
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　用語の解説
正字　社会一般において正しいとされてい

る文字。常用漢字表などの公的な裏
付けがなければならず、漢和辞典な
どで正しいとされている文字

俗字　習慣により用いられている文字。漢
和辞典などで「俗字」として掲げら
れている文字

誤字　正字にも俗字にも属さない文字

（例）

藤 

↑ 

藤
　
藤
　
藤

藏 

↑ 

蔵
　
藏
　
藏

◇職種・募集人員
　上級：一般行政事務　若干名（大学卒業程度）
◇受験資格

・社会福祉士の国家資格を有する者（取得見
込み含む）

・昭和57年４月２日から平成元年４月１日ま
でに生まれた者で、大学（大学程度を含む）
を卒業した者または平成23年３月31日まで
に大学卒業見込みの者

◇試験の内容
　①一次試験：教養試験・専門試験・適性検査
　②二次試験：作文試験・面接
◇試験日・会場
　①一次試験　７月25日（日）

試験会場：青森市（詳細は申込者に連絡します）
②二次試験　一次試験合格者に追って通知し

ます。

◇受験手続
　受験申込書（用紙は役場総務グループで直
接受け取るか、村ホームページからダウンロ
ードできます）を総務課に提出してください。
　実施要綱等も村ホームページでご覧になれ
ますので、提出書類の確認をお願いします。

　http://www.net.pref.aomori.jp/shingo/［新着情報］
◇受付期間
　５月26日（水）～６月15日（火）
　受付時間は、午前８時30分から午後５時まで
　（土曜日、日曜日、祝日を除く）

　郵送による提出の場合は、６月15日（火）
必着有効とします。

◇申し込み・問い合わせ
　受験の申し込みや試験に関する問い合わせは
　総務課総務グループ　℡ 78－2111　内線105

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

み
ち
の
く
の
水
芭
蕉
を

眠
裏
に

福
　
士
　
香
芽
子

ま
ず
鍬
に
手
を
馴
染
ま
せ
て

耕
や
せ
り

小
　
坂
　
良
　
子

春
び
よ
り
庭
に
雀
の
砂
遊
び

長
　
峯
　
ユ
　
リ

幼
手
に
祖
父
あ
る
こ
と
や

雛
を
彫
る

工
　
藤
　
陽
　
一

さ
え
ず
り
の
声
に
見
上
げ
る

大
樹
か
な

福
　
山
　
康
　
子

麦
畑
さ
え
ず
る
ひ
ば
り

昭
和
か
な

a
　
根
　
リ
　
サ

土
曜
日
の
朝
よ
り
雀

さ
え
ず
れ
り

鹿
　
島
　
恵
美
子

囀
り
を
聞
か
ば
幼
子
ピ
ピ

と
い
う

戸
　
来
　
れ
い
子

囀
り
の
人
の
通
れ
ば
は
た
と

止
み

村
　
上
　
て
　
る

古
池
に
お
し
ど
り
遊
ぶ
春
の
夕

鹿
　
島
　
と
　
わ

ひ
ね
も
す
や
自
作
の
水
車

春
の
池

金
　
沢
　
　
　
凡

  

　
９
月
６
日
か
ら
戸
籍

の
電
算
化
が
始
ま
り
ま

す
。

　
電
算
化
に
よ
っ
て
戸

籍
が
ど
の
よ
う
に
変
わ

る
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
内
容
が
わ
か
り
や
す

く
な
り
ま
す

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

処
理
さ
れ
た
証
明
書
は
、

Ｂ
４
サ
イ
ズ
か
ら
Ａ
４

サ
イ
ズ
に
、
縦
書
き
か

ら
横
書
き
に
、
漢
数
字

か
ら
算
用
数
字
に
変
わ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
証
明
事
項
を

項
目
化
（
出
生
・
婚
姻
事
項
な
ど
）

す
る
こ
と
で
よ
り
見
や
す
く
、
分

か
り
や
す
い
証
明
書
と
な
り
ま
す
。

◇
戸
籍
に
使
わ
れ
る
文
字
が
見
直

さ
れ
ま
す

　
皆
さ
ん
の
戸
籍
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
登
録
す
る
に
あ
た
り
、
誤

字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
正

し
い
文
字
に
変
更
い
た
し
ま
す
。

長
い
間
手
書
き
で
記
載
さ
れ
て
き

た
こ
れ
ま
で
の
戸
籍
は
、
書
き
癖

や
略
字
な
ど
で
「
氏
」
や
「
名
」

が
辞
典
に
載
っ
て
い
な
い
誤
字
を

使
用
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
電
算
化
に
伴
い
、
こ
の
よ

う
な
誤
っ
た
文
字
は
正
字
あ
る
い

は
俗
字
に
改
め
て
記
録
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
該
当
す
る
方
に
は
、

８
月
中
に
お
知
ら
せ
の
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
確
認
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
お
願
い

　
戸
籍
の
電
算
化
に
あ
た
り
、
不

明
な
点
な
ど
を
皆
さ
ん
に
お
尋
ね

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際

に
は
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
　
住
民
グ
ル
ー
プ

　
℡
78
―

２
１
１
１

新郷村職員を募集します

９月６日から

戸籍の電算化がスタートします
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新郷村（％）
全　国（％）

　
　
　
６
月
30
日
本
格
実
施
！

改
正
点  

そ
の
１

①
３
歳
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
労

働
者
に
つ
い
て
、「
短
時
間
勤

務
制
度
（
１
日
６
時
間
）」
や

「
残
業
の
免
除
制
度
」
が
利
用

で
き
ま
す
。

②
子
の
看
護
休
暇
制
度
は
、
小
学

校
就
学
前
の
子
が
一
人
で
あ
れ

ば
年
５
日
、
二
人
以
上
で
あ
れ

ば
年
10
日
利
用
で
き
ま
す
。

改
正
点  

そ
の
２

①
両
親
が
と
も
に
育
児
休
業
を
取

得
し
た
場
合
、
休
業
の
取
得
期

間
が
１
歳
２
か
月
ま
で
（
最
長

取
得
期
間
は
１
年
間
）
と
長
く

な
り
ま
す
（
パ
パ
マ
マ
育
休
プ

ラ
ス
）。

②
お
父
さ
ん
が
子
ど
も
の
出
生
後

８
週
間
以
内
に
育
児
休
業
を
取

得
し
た
場
合
、
再
度
の
育
児
休

業
取
得
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

③
お
母
さ
ん
が
専
業
主
婦
や
育
児

休
業
中
で
も
、
お
父
さ
ん
も
育

児
休
業
が
取
得
で
き
ま
す
。

改
正
点  

そ
の
３

①
介
護
休
暇
制
度
が
創
設
さ
れ
ま

す
（
要
介
護
状
態
の
家
族
が
一

人
で
あ
れ
ば
年
５
日
、
二
人
以

上
で
あ
れ
ば
年
10
日
ま
で
、
休

暇
を
利
用
で
き
ま
す
）。

改
正
点  

そ
の
４

①
育
児
休
業
等
に
関
す
る
労
使
間

の
ト
ラ
ブ
ル
は
紛
争
解
決
援
助

制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

②
法
違
反
企
業
に
対
す
る
企
業
名

の
公
表
制
度
や
、
労
働
局
長
の

報
告
の
求
め
に
応
じ
な
か
っ
た

り
虚
偽
の
報
告
を
し
た
企
業
に

対
す
る
過
料
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
改
正
内
容
の
う
ち
、「
改
正
点 

そ
の
１
」
の
①
及
び
「
改
正
点 

そ
の
３
」
は
、
従
業
員
規
模
が

１
０
０
人
以
下
の
企
業
は
平
成

24
年
７
月
１
日
施
行

問
　
青
森
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
℡
０
１
７
―

７
３
４
―

４
２
１
１

　
国
民
年
金
制
度
に
は
、
経
済
的

な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
た

く
て
も
納
め
ら
れ
な
い
方
を
対
象

に
し
た
「
保
険
料
免
除
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
免
除
制

度
に
は
、「
退
職
（
失
業
）
に
よ

る
特
例
免
除
」
と
い
う
制
度
も
あ

り
ま
す
。

　
し
か
し
、
自
動
的
に
免
除
制
度

に
該
当
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
保
険
料
免
除
制
度
を
利
用
し

よ
う
と
す
る
方
が
、
お
住
ま
い
の

市
町
村
役
場
へ
保
険
料
免
除
の
申

請
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
定
の

審
査
を
経
て
、
免
除
制
度
に
該
当

す
る
方
か
ど
う
か
が
決
定
さ
れ
ま

す
。

　
通
常
の
免
除
制
度
は
、
世
帯
構

成
や「
免
除
申
請
を
す
る
ご
本
人
」

「
配
偶
者
」
「
世
帯
主
」
の
前
年

の
所
得
を
勘
案
し
て
審
査
さ
れ
ま

す
が
、
退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特

例
免
除
の
場
合
は
、
こ
の
う
ち
の

「
免
除
申
請
を
す
る
ご
本
人
」
の

前
年
の
所
得
を
除
外
し
て
審
査
し

ま
す
。
よ
っ
て
、
通
常
の
免
除
制

度
に
は
該
当
し
な
く
て
も
、
特
例

免
除
に
は
該
当
す
る
と
い
っ
た
ケ

ー
ス
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、
以

下
の
と
お
り
で
す
。

◇
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番

号
の
わ
か
る
も
の（
納
付
書
等
）

◇
認
印
（
ご
本
人
が
署
名
す
る
場

合
は
不
要
）

◇
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で

き
る
公
的
機
関
の
証
明
の
写
し

（
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
、
離

職
票
等
）

問
　
八
戸
年
金
事
務
所

　
　
℡
43
―

７
３
６
８

　
こ
の
グ
ラ
フ
は
、
21
年
度
の
む

し
歯
を
持
っ
て
い
る
子
供
た
ち
の

割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
新
郷
村
と
全
国
を
比
べ
る
と
新

郷
村
は
む
し
歯
を
持
っ
て
い
る
子

供
た
ち
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　
未
就
学
児
、
小
学
生
で
は
乳
歯

の
む
し
歯
が
多
い
こ
と
も
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
乳
歯
が
む
し
歯
に
な

る
と
永
久
歯
の
形
成
に
影
響
を
与

え
ま
す
。
ま
た
、
む
し
歯
が
悪
化

し
て
抜
歯
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な

る
と
、
噛
む
こ
と
が
上
手
に
で
き

ず
、
体
重
が
増
え
な
か
っ
た
り
口

ま
わ
り
の
機
能
の
発
達
が
遅
れ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
歯
」

だ
け
の
問
題
で
な
く
言
葉
や
顎
の

力
な
ど
か
ら
成
長
ま
で
全
体
へ
の

影
響
が
出
て
き
ま
す
。
む
し
歯
予

防
の
第
一
歩
は
歯
磨
き
で
す
。
歯

が
生
え
始
め
た
時
か
ら
歯
磨
き
を

習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

　
６
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
歯
の

衛
生
週
間
で
す
。

問
　
村
養
護
教
諭
部
会
事
務
局

　
　（
戸
来
小
学
校
内
）

　
　
℡
78
―

３
１
１
６

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象

　
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
り
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

（
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者

ま
た
は
20
歳
未
満
で
政
令
の
定
め

る
程
度
の
障
害
状
態
に
あ
る
者
）

を
監
護
し
て
い
る
母
ま
た
は
母
に

代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る

５４．８

６７．２
６０．３

７２．３

４６．５

８７．５

改
正
育
児･
介
護
休
業
法

歯
と
口
の
健
康

退
職（
失
業
）に
よ
る

国
民
年
金
保
険
料
の

特
例
免
除
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

問

問

問

お
知
ら
せ

　
―

問
い
合
わ
せ
　
　
―

申
し
込
み

　
―

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
―
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ
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水
田
農
家
の
皆
様
へ
！

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策

の
受
付
が
始
ま
り
ま
し
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
へ

の
参
加
に
つ
い
て

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
着
用
強
調
月
間
の

お
知
ら
せ

人
が
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象

　
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
り
、
身

体
ま
た
は
精
神
に
重
度
ま
た
は
中

度
以
上
の
障
害
を
お
持
ち
の
20
歳

未
満
の
お
子
さ
ん
を
監
護
し
て
い

る
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母

に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
が
特
別
児
童
扶
養
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
支
給
に
は
一
定
の
条

件
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
　
住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
℡
78
―

２
１
１
１

◇
我
が
国
の
食
料
自
給
率
向
上
と

農
業
の
再
生
を
目
指
す
対
策
で

す
。

◇
加
入
申
請
期
限
は
、
６
月
30
日

で
す
。

◇
ご
相
談
は
、
新
郷
村
地
域
水
田

協
議
会
（
産
業
建
設
課
）、
お

近
く
の
農
政
事
務
所
ま
で
。

問
　
青
森
農
政
事
務
所
地
域
第
二
課

　
　
℡
29
―

２
１
１
３

　
腐
食
が
進
ん
だ
消
火
器
を
操
作

し
た
と
こ
ろ
、
消
火
器
が
破
裂
し

受
傷
し
た
と
見
ら
れ
る
事
故
が
相

次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
こ
と
に
よ
り
、
事
故
防
止

若
し
く
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

１
消
火
器
が
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
場
所
や
湿
潤
な
場
所
等
に

設
置
さ
れ
て
い
な
い
か
確
認
す

る
と
と
も
に
、
消
火
器
の
状
態

を
点
検
し
、
腐
食
が
進
ん
で
い

る
も
の
は
、
絶
対
に
使
用
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

２
不
要
に
な
っ
た
消
火
器
は
、
放

射
、
解
体
等
の
廃
棄
処
理
を
自

ら
行
う
こ
と
な
く
、
回
収
を
行

っ
て
い
る
事
業
者
に
廃
棄
処
理

を
依
頼
す
る
こ
と
。
特
に
、
腐

食
が
進
ん
で
い
る
加
圧
式
の
消

火
器
は
、
容
器
破
裂
の
危
険
性

が
大
き
い
の
で
、
速
や
か
に
廃

棄
処
理
を
依
頼
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

○
老
朽
化
消
火
器
の
破
裂
に
よ
り

次
の
よ
う
な
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。

１
設
置
し
て
い
た
消
火
器
を
移
動

し
た
と
こ
ろ
、
底
部
の
腐
食
部

分
が
破
裂
し
負
傷
し
た
。

２
老
朽
化
し
た
消
火
器
を
廃
棄
し

よ
う
と
レ
バ
ー
を
握
っ
た
と
こ

ろ
、
容
器
底
部
が
破
裂
し
負
傷

し
た
。

３
野
焼
き
の
火
を
消
火
し
よ
う
と

し
て
操
作
し
た
と
こ
ろ
、
容
器

底
部
が
破
裂
し
、
死
者
が
１
名

出
た
。

☆
老
朽
化
消
火
器
の
処
分
事
業
所

や
処
分
料
金
等
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
西
分
遣
所
で
は
処
分

に
つ
い
て
取
扱
い
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

問
　
五
戸
消
防
署
西
分
遣
所
　
　

　
　
℡
78
―

２
１
１
９

　
新
郷
遊
魚
会
で
は
、
魚
が
す
め

る
き
れ
い
な
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
、
今
年
も
五
戸
川
の
川
掃
除
を

左
記
に
よ
り
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
つ
い
て
は
、
会
員
が
川
掃
除
を

す
る
際
、
付
近
の
田
ん
ぼ
道
な
ど

を
歩
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
ま
す
。

◇
日
時
　
６
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
８
時
〜
10
時

◇
清
掃
場
所

　
三
川
目
川
（
山
の
神
〜
女
ケ
崎
）

※
川
掃
除
後
、
恒
例
の
釣
り
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
希
望
者

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
新
郷
遊
魚
会
会
長  

梅
川
和
雄

　
　
℡
78
―

２
０
７
１

運
動
の
目
的

運
転
者
を
は
じ
め
広
く
県
民
に

対
し
て
、
全
て
の
座
席
に
お
い

て
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
周
知

と
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
着
用
の
徹
底
を
呼

び
か
け
、
着
用
率
の
向
上
と
正

し
い
着
用
の
普
及
啓
発
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

運
動
の
期
間

　
６
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

運
動
の
重
点

◇
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
の

周
知
と
着
用
の
徹
底

◇
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
と

座
席
へ
の
正
し
い
取
付
の
徹
底

自
動
車
乗
車
中
の
死
者
数
と
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
状
況

◇
非
着
用
死
者
11
人
の
う
ち
４
人

（
約
36
％
）
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
し
て
い
れ
ば
助
か
っ

た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

問
　
青
森
県
県
民
生
活
文
化
課

　
℡
０
１
７
―

７
３
４
―

９
２
３
２

　
県
で
は
、
差
押
財
産
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
売
却

す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
公
売
を
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
全
国
の
ど

な
た
で
も
、
24
時
間
い
つ
で
も
公

売
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
　
三
八
地
域
県
民
局
県
税
部

　
　
℡
27
―

５
１
１
１

Ｈ
　http://w

w
w

.pref.aom
ori.lg.

　
　jp/life/tax/top.htm

l

老
朽
化
消
火
器
に
ご
用
心

川
掃
除
の
お
知
ら
せ

問問

Ｈ 問 問

問

問



ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

○ 

し
ん
ご
う
保
育
園

ぼくぶるとーざーだいすき！だって、

１ばんかっこいいから。おおきくなっ

たらぶるとーざーにのって、とらく

たーをはこびたいなぁ。

風張　航太くん（さくら組）
かざはり こう た

ほいくえんでおともだちがたくさんで

きたよ！てんきのいいひはそとであそ

ぶよ。わたしは、むしとりがすき。でも、

むしとりってむずかしいなぁ～。

奥山　杏羽さん（さくら組）
おくやま きょう

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５

営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）
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平成２１年度あおもり推きゅう肥品評会

優秀賞受賞

198

人の動き

男　１，４９１人（＋１人）
女　１，５８４人（＋３人）
計　３，０７５人（＋４人）

世帯数９６５世帯（＋３世帯）
（平成２２年４月３０日現在）

リマ　ジェイソンくん
Ｈ21・３・６生
（地区）西越
（パパ）ジート　（ママ）一恵

パパとママのねがい

We wish your happy 
birthday,and that years
the follow be a 
prosperous.

むらのガイド

平成22年 水無月
パール（真珠）

― 健康・長寿 ―
誕 生 石

6月
みなづき
June

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

平成22年度の粗大ごみ収集日は４～11月まで第３金曜日になりました

生ごみの水切りにご協力をお願いします

予防接種相談日　毎週月曜日　正午～午後５時まで　TEL 6 1－75 5 5

日

２０１０年６月
曜 備　　　考行　　事　　等

人権相談所開設「人権擁護委員の日」1 火

不用犬引取日2 水

4 金

6 日

資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日

新郷温泉館休館日　行政相談7 月

子ども手当支給
8 火

結核検診（～11日）

資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日

粗大ごみ収集日

11 金

資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日

14 月

第361回子ども会親子早起き掃除

第47回キリスト祭

再利用資源回収活動

18 金

燃えないごみ収集日

20 日

新郷温泉館休館日

新郷温泉館休館日21 月

25 金

28 月
新郷温泉館休館日

30 水

母と子の栄養教室

村県民税第１期納期限

美郷館　9：00～12：00

村内各所

総合福祉センター
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